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1.はじめに 近年，農家民宿や市民農園の開設などを基軸としたグリーンツーリズム活動

(以下 GT と略)が各地で活発に展開されている。その普及に伴い今日では，体験フィールド

の確保や整備・導入コストの低減等の課題が顕在化してきている。このような問題に対応

するには，既存宿泊施設や農地を有効に活用した GT の実践方法を検討することが有用と考

えられる。そこで本研究では GT の実践可能性を検討するための基礎として（図１），農家

の GT 推進に対する意見や参加意思等を把握することを目的にアンケート調査を行った。 

2．対象地区の概要と調査方法 観光施設の有無，交通の利便性などを考慮して栃木県那須

野ヶ原地区を対象地区として選定した。GT の認知度，休耕地の所有状況，農地の貸与意思

等から構成される調査票を作成し，那須野

ヶ原土地改良区連合の組合員 3,383 名を対

象にアンケート調査を行った（2007.12，回

収率 67%）。なお調査票の形式は，留置型の

無記名自記選択式とし，配布・回収は同改

良区の役員を通じて行なった。 

3．結果と考察 1)GT の認知状況と参加意

識 単純集計の結果，全回答者の約６割が

GT を｢はじめて聞いた｣と回答するととも

に，GT の推進についても消極的な回答が６

割を占めた。また所有農地（休耕地を含む）

の一部を市民農園等に貸与することについ

て肯定的な意見を示した回答は全体の 4 割

にとどまり（図３），GT の推進や農地貸与

に関しては慎重な意見が支配的であった。

GT の推進に肯定的な意見を示した回答者

（32%）を対象に，将来的な GT への参加意

思を尋ねたところ，その８割が「GT に参加

したい」と回答した。具体的な活動として

は「子どもの体験学習」，「市民農園・観光

農園の開設」などの指摘率が高かった。 

2)参加意思と貸与意思の規定要因 クロス

分析の結果，GT の認知状況と参加意思との

間に有意差※1 が認められた（図５）。また
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農地の貸与意思については，GT の認知状況，

休耕地の所有状況，営農業種等の間に有意

差※1 が認められた（図６～７)。このうち

｢酪農｣・｢畜産｣・｢施設園芸｣を営む農家の

貸与意思は相対的に低い傾向を示したが

（図８），これは休耕地の所有率の低さに起

因するものと推察された（図９）。しかし営

農業種と GT への参加意思の間には有意な

差は認められなかったことから（図 10），

GT への参加方法として，農地貸与に拘らな

い多様な参加形態を検討することの必要性

が示唆された。 

3)多様な参加形態の検討 所有農地の貸与

条件として「貸与期間中の維持管理の付託

（66%）」，「貸借料の設定（38%）」，「公共機

関への貸与（34%）」，「貸借人との権利関係

の明確化（31%）」などを指示する回答が多

かった（図 11）。これらの条件と法制度を

踏まえ具体的な貸与方法を検討した結果，

｢休耕地を所有し貸与意思が高い｣回答者に

ついては，特定農地貸付法による市民農園

の開設が妥当であると考えられた。一方，

「休耕地を所有しないが GT への参加意思

は高い」回答者については，法規制によら

ない「農園利用方式」や「体験・観光農園」

等の開設また「体験学習への支援」等が妥

当であると考えられた。 

４.おわりに 本研究では農家の GT に対す

る参加意識をアンケート調査によって把握

し，対象地区における GT の実践可能性につ

いて検討した。その結果，休耕地の有無や

参加意思に応じた参加形態を検討すること

の有用性を確認した。今後は GT の実践可能

性をより具体的に検討するために，市民農

園の開設面積の算定，宿泊施設の立地や交

通網を踏まえた適切な開設位置等について

検討を加える予定である。 

※1：χ2 検定，有意水準 5%。※2：本研究は，農

村工学研究所交付金プロジェクト「中山間地域に

おける対流に伴う教育・保健等機能の評価手法の

開発」による受託研究成果の一部である。 
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図８ 営農業種と貸与意思のクロス集計結果 
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図９ 営農業種と休耕地の有無のクロス集計結果
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図 10 営農業種と参加意思のクロス集計結果 

56%

38%

34%

31%

25%

23%

20%

10%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

貸与期間中は農地の管理をすべて行ってくれるなら

貸し出す際に借地料をもらえるなら

貸し出す相手が公的機関なら

貸借人との農地の権利について明確にしてくれるなら

複数年にわたり契約してくれるなら

1年毎に契約を更新してくれるなら

体験中のケガ等のトラブルの責任を負わなくても良いなら

貸与期間中も農地の管理に関わることができるなら

貸し出す前に刈払いなどを求められないなら

図 11 農地貸与にあたっての条件（複数選択）

n=1,865

n=1,835

n=1,729

n=1,804

n=562

n=710


